
森
厳
な
姿
を
玄
界
灘
に

浮
か
べ
る
沖
ノ
島
は
古
来
斧ふ

え
つ鉞

が
入
ら
ず
、天

然
林
が
残
る
境
内
に
は『
千せ

ん
こ
ふ
き
ゅ
う

古
不
朽
』の
石
碑

が
建
つ
。
ま
た
沖
ノ
島
に
限
ら
ず
、歴
史
が
古

く
、木
々
に
は
神
が
宿
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
、

神
社
に
は
巨
木
や
文
化
的
価
値
の
あ
る
樹
木
が

残
さ
れ
て
い
る
▼
当
社
も
複
数
の
巨
木
が
存
在

す
る
が
、こ
の
夏
辺
津
宮
に
て
樹
齢
数
百
年
の

ナ
ラ
の
木
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
原
因
は
特
定

の
虫
が
媒
介
し
た
菌
が
木
を
枯
ら
し
て
し
ま
う

伝
染
病
で
あ
っ
た
。
こ
の
昆
虫
媒
介
に
よ
る
現

象
は
全
国
的
に
進
行
し
て
お
り
、里
山
と
人
間

の
関
わ
り
方
の
変
化
が
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
▼
里
山
で
は
、
木
炭
な
ど

の
資
源
調
達
の
為
、適
度
に
樹
木
を
伐
採
す
る

こ
と
で
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
た
が
、

近
年
の
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、放
置
さ
れ

増
加
し
た
大
径
木
を
好
む
害
虫
が
増
加
。
そ
の

為
、ナ
ラ
枯
れ
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
▼
時
の
流
れ
か
、数
百
年
生
き
た
樹
木
の
枯

死
は
非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
が
、境
内
で
は
枯

死
す
る
数
年
前
に
採
取
し
た
実
か
ら
生
命
を
繋

い
だ
新
た
な
若
木
が
育
っ
て
い
る
。
姿
は
変
わ
っ

て
も
ナ
ラ
の
木
の
歴
史
は
朽
ち
て
い
な
い
。（
壹
）

秋
季
大
祭

神
宝
館
特
別
展

豊
饒
祭
・
西
日
本
菊
花
大
会

造
営
日
記

神
宝
館
だ
よ
り
・
み
こ
こ
ろ

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
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辺
津
宮
の
秋
季
大
祭
は
、一
日
の
み
あ
れ
祭
で
幕
を
開

け
る
。

沖
津
宮（
田
心
姫
神
）と
中
津
宮（
湍
津
姫
神
）の
御
神

威
を
辺
津
宮（
市
杵
島
姫
神
）に
お
迎
え
す
る
神
事
は
、御

祭
神
の
御
神
威
の
さ
ら
な
る
発
揚
を
表
わ
し
て
い
る
。

当
日
は
一
〇
〇
隻
の
船
団
に
よ
り
大
島
港
か
ら
神
湊
港

ま
で
海
上
神
幸
を
行
い
、そ
の
後
は
地
域
の
有
志
に
よ
る

陸
上
神
幸
で
、辺
津
宮
に
入
御
さ
れ
る
。

二
日
の
例
祭
で
は
皇
室
国
家
の
安
泰
、五
穀
豊
穣
を
祈

り
、主
基
地
方
風
俗
舞
が
奉
奏
さ
れ
る
。

三
日
は
、高
宮
祭
場
、第
二
宮
・
第
三
宮
、宗
像
護
国

神
社
で
そ
れ
ぞ
れ
秋
季
大
祭
を
斎
行
。
そ
の
後
の
総
社
祭

で
は
地
元
中
学
生
に
よ
る
浦
安
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
夕
刻
、

高
宮
神
奈
備
祭
を
斎
行
し
、宗
像
大
神
の
御
神
威
の
無
窮

を
祈
り
三
日
間
に
亘
る
秋
季
大
祭
を
締
め
く
く
る
。

沖
津
宮
と
中
津
宮
の
秋
季
大
祭
は
毎
年
旧
暦
の
九

月
十
五
日
に
斎
行
し
て
い
る
。
沖
津
宮
は
玄
界
灘
の
沖

合
に
位
置
す
る
沖
ノ
島
に
鎮
座
し
て
い
る
為
、定
め
た

日
時
に
渡
島
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、拝

殿
の
役
割
を
持
つ
沖
津
宮
遙
拝
所
で
斎
行
し
て
い
る
。

当
日
は
、
早
朝
よ
り
大
島
内
に
鎮
座
す
る
厳
島
神

社
、御
嶽
神
社
、沖
津
宮
遙
拝
所
に
そ
れ
ぞ
れ
神
職
が

赴
き
祭
典
を
斎
行
。
そ
の
後
、中
津
宮
に
て
秋
季
大
祭

を
斎
行
す
る
。
辺
津
宮
と
同
じ
く
、島
内
氏
子
に
よ
る

奉
幣
や
巫
女
に
よ
る
浦
安
舞
の
奉
納
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
大
祭
に
お
い
て
は
、漁
業
の
島
で
あ
る
大
島
全

体
が
漁
止
め
と
な
り
、ま
た
境
内
で
は
島
民
こ
ぞ
っ
て

参
加
す
る
奉
納
演
芸
大
会
も
開
催
さ
れ
、島
全
体
を

挙
げ
て
賑
わ
い
を
み
せ
る
。

辺
津
宮
秋
季
大
祭

十
月
一
日
・
二
日
・
三
日

沖
津
宮
・
中
津
宮
秋
季
大
祭

十
月
二
十
九
日

秋
季
大
祭  

斎
行

秋季大祭　斎行
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今
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衛
門

　
　酒
井
田
柿
右
衛
門

　
　中
里
太
郎
右
衛
門

今
泉
今
右
衛
門

　
　酒
井
田
柿
右
衛
門

　
　中
里
太
郎
右
衛
門

国
宝
と
現
代
の
名
匠

国
宝
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名
匠  
三
右
衛
門
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右
衛
門
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十
月
一
日
、
当
社
神
宝
館
に
お
い
て
特
別
展「
国

宝
と
現
代
の
名
匠
三
右
衛
門
」が
開
幕
し
た
。

本
特
別
展
で
は「
肥
前
の
三
右
衛
門
」と
い
わ
れ

る
、有
田
焼
の
今
泉
今
右
衛
門
、酒
井
田
柿
右
衛
門
、

唐
津
焼
の
中
里
太
郎
右
衛
門
の
三
大
名
跡
に
伝
わ
る

歴
代
作
品
と
、
神
の
島「
沖
ノ
島
」か
ら
出
土
し
た

数
々
の
国
宝
を
一
堂
に
展
示
す
る
。

宗
像
は
太
古
よ
り
大
陸
と
の
交
流
の
窓
口
と
し
て

繁
栄
し
て
き
た
。
宗
像
大
社
の
創
建
は
古
く『
日
本

書
紀
』に
は
宗
像
三
女
神
の
誕
生
と
と
も

に「
歴
代
天
皇
を
助
け
れ
ば
、歴
代
天
皇

に
祀
ら
れ
る
」と
あ
り
、
宗
像
は
外
交
、

通
商
、国
防
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
。
歴
代
天
皇
の
祭
祀
を
し
の
ば
せ

る
神
の
島「
沖
ノ
島
」か
ら
出
土
し
た

八
万
点
に
及
ぶ
国
宝
の
数
々
。
な
か
で
も

日
本
で
最
初
に
作
ら
れ
た
多
彩
釉
陶
器

「
奈
良
三
彩
小
壺
」は
、
天
皇
に
よ
る
神

祀
り
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
伝
統
と
創
意
の
融
合
か
ら
生
ま
れ
た
至
宝
と

も
い
え
る「
三
右
衛
門
」の
作
品
と
、沖
ノ
島
に
捧
げ

ら
れ
敬
虔
な
信
仰
に
よ
り
守
ら
れ
て
き
た
荘
厳
優
美

な
国
宝
が
一
堂
に
集
う
。
時
代
を
超
え
た
国
宝
と
匠

の
共
演
。
秘
め
ら
れ
た
技
、
洗
練
さ
れ
た
美
を
か
つ

て
な
い
ス
ケ
ー
ル
で
お
届
け
す
る
。

● 

期
　
間

　
第
一
期
　

令
和
五
年
十
月
一
日
～
令
和
五
年
十
二
月
三
日
　

　
第
二
期
　

令
和
五
年
十
二
月
六
日
～
令
和
六
年
二
月
四
日

　
※
十
二
月
四
日
、五
日
は
展
示
替
え
の
為
閉
館
。

神
宝
館
特
別
展

国
宝
と
現
代
の
名
匠
三
右
衛
門

色絵薄墨墨はじき柘榴文蓋付瓶
十四代今泉今右衛門　2011年

濁手藤文水指
十五代酒井田柿右衛門　2020年

彫斑唐津茶盌
十四代中里太郎右衛門　2019年

神宝館特別展

4



平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
九
日
、天
皇
皇
后
両
陛
下

御
臨
席
の
も
と
、
宗
像
市
に
て
開
催
さ
れ
た
第

三
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
福
岡
大
会
。

宗
像
の
有
史
以
来
、初
め
て
の
こ
の
慶
事
を
継
承
す

べ
く
、当
社
で
は
毎
年
十
月
二
十
九
日
を「
豊ほ

う
じ
ょ
う
さ
い

饒
祭
」

と
い
う
祭
日
、記
念
日
と
し
、豊
か
な
海
、山
、川
、

田
畑
を
願
う
日
と
し
て
、後
世
に
伝
え
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
に
併
せ
、豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
た

め
に
整
備
さ
れ
た
鐘
崎
漁
港
に
て
、水
産
資
源
の
保

護
・
管
理
の
大
切
さ
を
広
く
伝
え
る
た
め
、豊
饒
の

海
を
願
う
稚
魚
の
放
流
行
事
も
行
っ
て
い
る
。

令
和
五
年
十
月
二
十
九
日（
日
）

豊
　
饒
　
祭
　
　
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
宗
像
大
社
辺
津
宮
　

稚
魚
放
流
行
事
　
十
二
時
三
〇
分
　

　
　
　
　
　
　
　
鐘
崎
漁
港
御
製
碑
前

昭
和
四
十
六
年
、昭
和
の
大
造
営
を
記
念
し
て
始

め
ら
れ
、今
年
で
五
十
三
回
を
迎
え
る
西
日
本
菊
花

大
会
。
境
内
は
九
州
各
県
・
山
口
の
菊
愛
好
家
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
約
一
五
〇
〇
鉢
の
菊
花
が
展
示
さ

れ
ま
す
。
宗
像
の
秋
を
彩
る
菊
花
展
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
● 

会 

期
：
令
和
五
年
十
一
月
一
日
～
二
十
二
日

　
● 

時 

間
：
九
時
～
十
七
時

　
● 

場 

所
：
宗
像
大
社
辺
津
宮
　
境
内

豊
　
饒
　
祭

第
五
十
三
回

西
日
本
菊
花
大
会
　
開
催

国
庫
補
助
事
業

辺
津
宮
末
社
保
存
修
理
工
事

六
月
か
ら
始
ま
っ
た
宇
生
神
社
と
政
所
神
社
の

修
理
工
事
は
、政
所
神
社
の
銅
板
屋
根
が
葺
き
上

が
る
な
ど
来
年
二
月
の
竣
工
に
向
け
順
調
に
進
ん

で
い
る
。
令
和
二
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
、
辺
津
宮

末
社
二
十
二
社
の
修
復
は
、順
調
に
進
ん
で
お
り

現
在
二
十
二
社
の
う
ち
仮
宮
を
含
め
十
社
の
修
理

工
事
が
完
了
し
て
い
る
。 造

営
日
記
55

5

豊饒祭・西日本菊花大会・造営日記
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三さ
ん
せ
い
し
ょ
じ
ょ
う

省
書
状

宗
像
社
と
人
（々
四
）

宗
像
大
宮
司
家
は
神
官
で
あ
り
武
士
で
あ
る

と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
戦
国
期
の
古
文
書
か
ら
は

数
々
の
戦
、そ
し
て
家
臣
団
の
活
躍
が
う
か
が
い

知
れ
る
。

写
真
史
料
は「
三
省
書
状
」。
三
省
は
詳
細
不

明
の
人
物
で
あ
る
が
、僧
侶
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。

こ
の
書
状
の
主
な
内
容
は「
警け

ご固
」（
警
固
船
の
こ

と
。
輸
送
船
を
敵
か
ら
守
る
軍
船
）の
手
配
の
こ
と

で
、大
島
と
大
島
周
辺
の
海
を
守
る
よ
う
指
示
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
ま
で
変
わ
ら
ず

豊
か
な
宗
像
の
海
も
、
戦
国
時
代
に
は
度
々
戦
の

舞
台
と
な
っ
た
。

指
示
を
受
け
た
の
は
許こ

の
み斐
氏う

じ
か
ね鏡
、
占う

ら
べ部
貞さ

だ
や
す保
、

吉よ
し

田だ

貞さ
だ
か
つ勝
の
三
人
。こ
の
内
、許
斐
氏
は
宗
像
氏
の

一
族
で
、
許
斐
権
現
社
の
社
官
を
由
来
と
す
る
。

あ
る
時
期
か
ら
宗
像
氏
の
家
臣
と
な
り
、こ
の
書

状
か
ら
も
う
か
が

え
る
通
り
、水
軍
の

役
目
を
担
っ
た
。
こ

の
こ
と
も
関
係
す

る
の
だ
ろ
う
か
、中

世
宗
像
社
で
執
り

行
わ
れ
た
、
宗
像

五
社（
第
一
宮
、
第

二
宮
、第
三
宮
、織お

り

幡は
た

宮
、
許
斐
社
）の

船
が
競
う「
船ふ

な
く
ら
べ闘

神し
ん
じ事
」は
、許
斐
社

の
船
が
勝
ち
、神
官

が「
め
で
た
い
こ
と

だ
」と
言こ

と
ほ祝
ぐ
神
事

だ
っ
た
と
伝
わ
る
。	

　
　
　
　
　	（
津
）

神
宝
館
だ
よ
り
78

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・みこころ

高
く
澄
み
き
っ
た
空
に
心

も
晴
れ
晴
れ
す
る
こ
の
頃
、

周
り
の
木
々
も
徐
々
に
色
付
き
始
め
、
過
ご
し
や

す
い
時
期
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
▼
当
社
で
は
十
月

一
日
か
ら
三
日
の
三
日
間
、
最
も
大
切
な
お
祭
で

あ
る
秋
季
大
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
秋
季
大
祭

は
五
穀
豊
穣
と
海
上
安
全
及
び
大
漁
を
感
謝
す
る

お
祭
り
で
す
。
み
あ
れ
祭
か
ら
始
ま
り
、
十
月
三

日
の
夕
刻
に
高
宮
祭
場
で
秋
季
大
祭
が
無
事
終
了

し
た
こ
と
に
感
謝
す
る
高
宮
神
奈
備
祭
で
締
め
括

ら
れ
ま
す
。
宗
像
大
社
で
は
月
次
祭
や
昭
和
祭
な

ど
の
恒
例
祭
・
例
祭
で
は
浦
安
の
舞
・
豊
栄
の
舞
を

奉
納
し
ま
す
が
、
神
奈
備
祭
で
奉
納
す
る
悠
久
の

舞
は
年
に
一
度
で
す
。
こ
の
度
、入
社
当
時
か
ら
憧

れ
て
い
た
高
宮
祭
場
で
の
悠
久
の
舞
を
私
自
身
が

御
奉
仕
さ
せ
て
頂
け
る
事
と
な
り
日
々
喜
び
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
普
段
の
舞
は
二
人
舞
で
す
が

悠
久
の
舞
は
四
人
舞
で
す
の
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合

わ
せ
る
事
も
難
し
く
、い
つ
も
以
上
に
慎
重
に
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
装
束
も
普
段
の
舞

と
は
異
な
り
一
層
気
も
引
き
締
ま
り
ま
す
。
浄
闇
・

虫
の
音
が
響
く
中
斎
行
さ
れ
ま
す
高
宮
神
奈
備
祭

に
是
非
皆
様
も
ご
参
列
く
だ
さ
い
ま
せ
。	

（
澤
）



炎
天
下
こ
っ
そ
り
と
咲
く
百
日
紅
手
折
り
て
飾
る
涼
し
い
部
屋
に	

堺
　
　
玲
子

猛
暑
日
の
続
い
た
今
年
、
炎
天
下
で
咲
く
百
日
紅
に
同
情
し
た
作
者
だ
ろ
う
。
二・
三
句
を
〈
こ
っ
そ

り
咲
い
た
百
日
紅
を
〉
と
す
る
と
生
き
生
き
し
た
感
じ
に
な
る
。

田
植
ど
き
自
転
車
で
来
る
「
ア
イ
ス
ク
リ
ン
」
は
は
ね
る
植
縄
の
午
後
三
時	

早
川
　
祥
三

作
者
の
思
い
出
の
中
の
田
植
え
の
風
景
。
植
縄
が
効
い
て
リ
ア
ル
だ
。
言
葉
の
順
序
を
変
え
〈
田
植
ど

き
植
縄
は
ね
る
午
後
三
時
ア
イ
ス
ク
リ
ン
売
り
が
自
転
車
で
来
る
〉。

い
く
つ
も
の
籾
を
つ
け
た
る
穂
は
垂
れ
て
玄
海
よ
り
の
風
に
さ
ゆ
ら
ぐ	

佐
々
木
和
彦

ゆ
っ
た
り
と
し
た
読
み
ぶ
り
が
実
り
の
秋
の
豊
か
さ
に
よ
く
合
っ
て
い
る
。
四
句
は
〈
玄
海
か
ら
の
〉

と
す
る
ほ
う
が
読
み
易
い
。

年
号
に
和
銅
と
謂
う
の
が
あ
り
ま
し
た
災
厄
に
満
ち
た
こ
の
列
島
で	

山
﨑
　
公
俊

歴
史
に
詳
し
い
作
者
ら
し
い
歌
。
和
銅
（
西
暦
七
〇
八
年
～
七
一
五
年
）
は
国
産
の
銅
が
献
じ
ら
れ
た

の
を
記
念
し
変
え
ら
れ
た
年
号
だ
。
令
和
が
ど
う
い
う
時
代
だ
と
将
来
見
ら
れ
る
か
を
想
像
す
る
作
者

だ
ろ
う
か
。

坊
守
り
が
来
て
経
を
あ
ぐ
盆
の
前
い
つ
も
と
違
う
よ
も
や
ま
話	

吉
﨑
美
沙
子

お
盆
は
お
寺
さ
ん
も
忙
し
い
。
住
職
だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず
夫
人
と
思
わ
れ
る
が
坊
守
さ
ん
が
お
経
を

上
げ
に
来
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
面
白
い
場
を
切
り
取
っ
た
一
首
。

シ
ス
レ
ー
の
坂
道
辿
れ
ば
天
国
の
母
に
も
会
え
そ
う
ポ
プ
ラ
の
木
陰	

本
田
エ
リ
ナ

シ
ス
レ
ー
の
絵
の
風
景
に
入
っ
て
坂
道
を
た
ど
る
と
亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
に
会
え
る
の
で
は
な
い
か

と
空
想
す
る
作
者
。
結
句
は
〈
ポ
プ
ラ
の
木
陰
で
〉
と
し
た
い

人
間
は
動
物
な
り
と
証
明
す
中
距
離
走
の
選
手
の
四
肢	

東
　
　
雅
子

作
者
は
疾
走
す
る
選
手
の
手
足
に
足
の
速
い
チ
ー
タ
や
シ
マ
ウ
マ
な
ど
の
動
き
に
似
た
も
の
を
見
取
っ

た
の
だ
ろ
う
。
人
間
の
本
質
に
触
れ
る
感
覚
が
鋭
い
。

め
で
た
く
も
夫
婦
で
米
寿
お
祝
し
卒
寿
に
む
け
て
健
康
努
力	

秋
𠮷
　
嘉
範

ご
夫
婦
で
そ
ろ
っ
て
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
作
者
の
慶
び
の
歌
。
二・三
句
を〈
夫
婦
で
米
寿
の
祝
い
を
し
〉

結
句
〈
健
康
努
力
す
〉
と
す
る
と
言
葉
が
落
ち
着
く
。

早
苗
饗
の
寿
司
折
甘
い
母
の
味	

早
川
　
祥
三

孫
の
ゐ
ぬ
間
に
パ
ソ
コ
ン
を
つ
か
い
ま
せ
うY

ouT
ube

見
せ
よ
と
い
は
れ
ぬ
う
ち
に

あ
た
ら
し
き
ス
ニ
ー
カ
ー
た
め
す
に
よ
き
遠
さ
郵
便
局
へ
七
分
あ
る
く

◆ 

選 

者 

詠

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選
　
■
毎
月
25
日
〆
切（
順
不
同
）

第
７
４
６
回

第
７
１
６
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
令
和
五
年
八
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

大
分
市	

都
甲
眞
一
郎

さ
い
た
ま
市	

石
塚
　
雅
子

羽
曳
野
市	

谷
口
商
事
㈱

川
崎
市	

林
　
正
た
か	

五
、〇
〇
〇
円

嘉
穂
郡	

吉
貝
威
芙
紀

久
留
米
市
　
　	

空
い
ろ
の
た
ね

三
井
郡	

仲
唐
　
英
史

宗
像
市	

沖
　
健
太
郎

大
田
区	

石
川
真
由
実

町
田
市	

森
脇
　
敬
普

入
間
郡	

佐
々
木
　
修

別
府
市	

小
野
　
哲
治

北
九
州
市	

山
元
　
佳
典

目
黒
区	

太
田
れ
い
子	

三
、〇
〇
〇
円

鳥
栖
市	

花
本
　
　
賢

鳥
栖
市
　		（
社
法
）み
ど
り
の
杜	

二
、〇
〇
〇
円

熊
谷
市	

杉
田
　
富
子

江
戸
川
区	

清
水
か
お
り

常
総
市	

廣
瀬
　
真
也

大
阪
市
　
　
村
島
国
際
法
律
事
務
所

大
和
市	

遠
藤
　
勝
也

調
布
市	

川
野
　
道
久

柏
　
市	

高
橋
　
利
治

福
岡
市	

穴
井
　
義
則

柳
川
市	

㈱
川
口
建
設

7
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社
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岡
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「
旅
」「
旅
行
」
は
英
語
で
は

「travel

」
と
い
う
。
困
難
や
ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ

た
意
味
が
そ
の
語
源
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で

日
本
語
の
「
旅
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
旅
先
で

の
人
と
の
関
わ
り
を
表
わ
す
、「
他
人
の
火
（
灯
）

を
い
た
だ
く
」
と
い
う
こ
と
が
語
源
と
な
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
る
▼
ま
だ
宿
場
等
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
時
代
に
旅
先
の
民
家
で
食
事
や
寝
床

の
施
し
を
受
け
る
こ
と
に
由
来
し
た
の
で
あ
る

▼
現
代
で
は
宿
泊
施
設
や
交
通
手
段
も
整
備
さ

れ
、
旅
の
利
便
性
は
格
段
に
増
し
た
。「
他
人

の
火
を
い
た
だ
く
」
と
い
う
感
覚
を
持
つ
こ
と

が
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
ト
ラ
ブ
ル
が
語
源

の
旅
行
よ
り
、「
旅
」
を
意
識
し
た
秋
の
行
楽

を
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。	

（
黒
）

編
集
後
記

10月 まつりごよみ
───────────────────────────
1日	 みあれ祭　　　　　午前	9	時30分
	 辺津宮入御祭　　　午後12時10分
────────────────────　
2日	 流鏑馬神事	 午前	8	時
	 例祭	 午前11時
────────────────────
3日	 高宮祭、第二宮・第三宮祭
	 宗像護国神社秋季大祭	午前10時
	 秋季総社祭	 午前11時
	 南坊流献茶祭	 午後	2	時
	 高宮神奈備祭	 午後	6	時
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮・第三宮祭
────────────────────
17日	 表千家献茶祭	 午前11時
────────────────────
29日	 沖津宮秋季大祭　午前	9	時（沖津宮遙拝所）	
	 中津宮秋季大祭　午前11時（中津宮）
	 豊饒祭	 午前11時
────────────────────
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